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特 集

役場南庁舎の建設がはじまりました

窓口の場所が変わりました

　８月23日（火）中島村役場敷地内（南側区域）において、
中島村役場整備事業庁舎建築工事安全祈願祭および起工式が行
われました。
　起工式で加藤村長は「役場庁舎の建替工事を実施し、耐震性
を確保することによって、防災・災害対応拠点として十分に機
能が発揮できる施設として活用していきたい」と挨拶しました。
　今回新たに建築される南庁舎だけでなく、既存の庁舎につい
ても改修工事を行い、役場全庁舎をバリアフリー対応とし、来
庁される全ての方々が利用しやすく、開かれた庁舎とします。
すべての改修工事が終わるのは令和６年１月を予定しています。
村民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解ご協力の
ほどよろしくお願いいたします。

　建替工事開始に伴い、これまでの住民生活課・税務課側の窓口（赤色で塗られている庁舎内窓口）は立
ち入りできません。保健福祉課・総務課側の入り口（黄色い矢印）に窓口を設置しましたので、そちらを
ご利用ください。
　また、役場内の課の配置も一部変更されており、お尋ねによる課によってはご不便をおかけしますが、
何卒ご理解ご協力をお願いいたします。

　変更となった窓口の位置は右図の
とおりです。
　中へは土足でお入りいただけます。
配置図は９月上旬時点のため、変更
となっている場合があります。ご不
明な点は総務課までお問合せくださ
い。
　なお、駐車場につきましても縮小
しています。詳しくは広報９月号を
ご確認ください。

➡入口 ➡入口
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児童館へ自由来館してみよう！
　児童館は、放課後児童クラブで
小学生のお子さんを預かるだけで
なく、０～18歳のお子さんと保
護者の方の自由来館も受け入れし
ています。
　自由来館では、遊びや体験、学
習をすることができます（ただし、
ゲーム機などでのゲームをするこ
とはできません）。
　最初に来館していただいた際に
輝らキッズカードを作成していた
だければ、来館や体験活動をする
たびにポイントが貯まります。

　小さなお子さんと一緒におままごとをしたり、元気いっぱいのお子さんとボールやプラズマカーで遊ん
だり、屋根付きの砂場で砂遊びを思う存分したりすることができます。使い終わったおもちゃは、その都
度滅菌器を使用して職員が消毒しています。
　また、自由来館いただいた方を対象に月ごとにキーワード探しや体験活動なども行っており、ポイント
をためるとちょっとしたプレゼントもお渡ししています。小学生以上になると職員が行うお寿司検定や都
道府県検定などにも参加でき、検定に合格すると粗品もプレゼントしています。
　幅広い年齢のお子さんに利用していただける施設ですので、ぜひご利用ください。ただし、新型コロナ
感染症拡大防止のため、人数規制をかけることがありますので、ご了承ください。

　平日夕方になると、中学生が学習スペースを活用し、自主学習を行
っています。学習スペースはカウンター席になっており、18歳までの
方であれば、利用可能です。
　開館時間、休館日は以下の通りです。
　　・開館日：月曜日～土曜日　　１０：００～１８：００
　　・休館日：日曜日、祝日、年末年始、児童館事業実施日
　詳しくは毎月発行している輝らキッズだよりをご覧下さい。
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問企画振興課　☎５２-２１１３

問企画振興課　☎５２-２１１３

福島県肥料高騰緊急対策事業のお知らせ

施設園芸農業者のみなさまへ
施設園芸加温用等に使用した燃料等費用を助成します
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金中島村施設園芸燃料等購入助成事業

　米価の大幅な下落に加え、肥料費高騰の二重苦に直面している水稲や水稲以外の転換作物を営んでいる個人
や法人に対して、県が肥料費の一部を助成します。

▶対 象 者　　水稲又は水稲以外の転換作物を作付している水稲経営体
▶対象作物　　水稲（主食用米、多収米、稲ＷＣＳ、飼料用米、備蓄米等）
　　　　　　　転換作物（野菜、花き、果樹、麦、大豆、そば、飼料作物、牧草等）
　　　　　　　※二毛作は基幹作のみ
▶要 件 等　　地目が水田のほ場に対象作物を合計30ａ以上作付けしていること
　　　　　　　令和４年度に出荷・販売を目的として作付していること

※詳しい内容については、確定次第ご案内いたします。

※９月中旬に施設園芸農業者へ案内しておりますが、該当する方で届いていない方は下記へお問い合わせくだ
さい。

　新型コロナウイルス感染症の流行長期化に伴う原油価格及び物価高騰により影響を受ける施設園芸等
（※１）を営む農業者の方に対して、燃料等（※２）購入費の一部を助成します。
※１　施設園芸等…温室、ビニールハウス等を利用する野菜、花き、しいたけ、果樹その他園芸作物の生産
　※２　燃料等…施設園芸等にかかる燃料（重油、灯油、軽油、ガソリン）

▶対象者
　・中島村に住所があり、販売を目的に施設園芸等を行っている農業者及び農業法人
　・令和４年以降も継続して施設園芸に取り組む方
▶助成対象経費　
　・施設園芸加温用等に使用した燃料（重油、灯油、軽油、ガソリン）　※車両等の燃料は対象外です。
　・令和３年10月１日から令和４年３月31日の間に購入した燃料
　・１リットルあたり10円（上限10万円）　※１円未満切り捨て
▶手続き方法
　令和４年10月31日（月）までに企画振興課に必要書類を持参の上、申請手続きを行って下さい（期限厳守）。
　　【必要書類】
　　　①中島村施設園芸燃料等購入助成交付申請書兼請求書
　　　②燃料の購入期日、購入量及び購入金額を確認できる書類（請求書又は領収書等）の写し
　　　③振込口座がわかる通帳等の写し
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令和５年度  中島保育所入所児募集

令和５年度  中島幼稚園入園児募集

入 所 資 格 保護者の共働きなどにより、保育を必要とする家庭で令和５年４月２日現在において生
後８か月から小学校就学前までの児童。

定　　　員 55名（現在入所している児童を含む）

募 集 期 間 令和４年11月４日（金）～18日（金）まで（土・日を除く）

申 込 書 類 中島保育所に用意してあります。また、中島村のホームページからダウンロードできま
す。

申　込　先 中島保育所
※家庭状況などを聞き取りしますので、保護者が直接入所申込書を持参してください。

そ　の　他 求職中及び産休・育休後に入所希望の方、その他不明な点がある方はお問い合わせくだ
さい。

一時的保育について

保育所では、登録児童以外でも一時的に預かりをする、一時的保育を実施しています。
通院のため保育ができない、保護者の傷病・出産・冠婚葬祭などにより緊急に保育が必
要となった場合もご利用いただけます。事前申し込みが必要になりますので、利用する
際には、１か月前までに保育所まで問い合わせをお願いします（緊急の場合は直接ご相
談ください）。

入園対象児
１年保育（５才児）…平成29年４月２日から平成30年４月１日生れの幼児
２年保育（４才児）…平成30年４月２日から平成31年４月１日生れの幼児
３年保育（３才児）…平成31年４月２日から令和２年４月１日生れの幼児

定　　　員　 180名（在園児を含む）

募 集 期 間 令和４年11月４日（金）～18日（金）まで（土・日を除く）

申 込 書 類 中島村のホームページに記入例と様式を掲載しているほか、村内在住の入園対象児には
入園願書を郵送いたします。

申　込　先

学校教育課（生涯学習センター輝ら里内）
※入園願書などは、必ず持参提出してください。また、中島幼稚園では「預かり保育」
（7:30～18：00まで）も実施しています。希望調査も同時に提出してください。
詳しくは、学校教育課にご連絡ください。

問中島保育所　☎５２-３９１０

問学校教育課（生涯学習センター輝ら里）　☎５２-３４８３
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問学校教育課（生涯学習センター輝ら里）　☎５２-３４８３

令和４年度 就学時健康診断について
　来年小学校新１年生となるお子さんを対象に、就学時健康診断を行います。就学時健康診断は就学前の健康
状態を就学予定の小学校に伝える健康診断です。必ず受けなくてはなりません。事情により受けられない方は、
学校教育課へ事前にご相談ください。
　また、就学時健康診断は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため２日に分けて実施します。10月５日
（水）は、園児のみで内科検診等を行い、27日（木）は、保護者同伴で視力・聴力検査及び就学予定の小学
校との面談を行います。

▶日　　時　　【各健診（園児のみ）】　　　　　　　　10月５日（水）
　　　　　　　【視力・聴力検査、面談・保護者同伴】　10月27日（木）13：00～
▶場　　所　　中島村生涯学習センター輝ら里
▶該 当 者　　平成28年４月２日生まれから平成29年４月１日生まれの幼児
▶そ の 他　　・今後、他市町村への転出を考えている園児につきましても、就学時健康診断実施日に中島村
　　　　　　　　に住所がある方は受けなくてはなりませんのでご注意ください。
　　　　　　　・現在、他市町村の幼稚園等に通われている該当年齢のお子さんがいる場合は、学校教育課ま
　　　　　　　　でご連絡ください。

問住民生活課　☎５２-２１１２

後期高齢者医療保険制度のお知らせ

　現在お使いの被保険者（藤色）は、令和４年９月30日で有効期限を迎えるため、使用できなくなります。
10月１日から使える被保険者証（ピンク色）は９月下旬に郵送にて交付されます。

現在（藤色） 令和４年10月以降（ピンク色）

・令和４年10月１日から次の①②両方に該当する場合は、窓口での医療費の負担割合が２割になります。
①世帯内の住民税課税所得が28万円以上。
②「年金収入+その他の合計所得」の金額について、後期高齢者医療制度の被保険者が一人の世帯は200万
円以上、二人以上の世帯は合計320万円以上。

・住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる世帯は３割負担、被保険者全員の住民税課税所得が28万
円未満の世帯と住民税非課税世帯は１割負担です。

10月から被保険者証が新しくなります

窓口負担割合が変わります
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問企画振興課　☎５２-２１１３

緑化推進生垣整備補助事業のお知らせ
　緑豊かな美しい景観づくりのため、生垣を新たに整備する方へ補助金を交付します。

お知らせ

問保健福祉課　☎５２-２１７４

問保健福祉課　☎５２-２１７４

小児の新型コロナワクチン追加接種（３回目）が開始されます

筋力スマイルクラブ教室開催中！！

人材育成事業補助金のお知らせ

　５歳～11歳までの小児への新型コロナワクチン追加接種（３回目）が開始されます。対象となる方へは、
順次通知を個別郵送いたします。
　※令和４年３月以降、中島村に転入した方は、前市町村での接種履歴を保健福祉課へご連絡ください。

【筋力スマイルクラブ】
　介護予防を目的として、トレーニング機器等を使用した運動や認知予防運動等を行っています。
▶対 象 者　　概ね65歳以上の筋力スマイルクラブ利用登録者
　　　　　　　※令和４年度は申請受付を終了していますので、令和５年度の募集時にお申込みください。
▶実施日時　　毎週火曜日
　　　　　　　　①　９：00～10：00
　　　　　　　　②　10：45～11：45
　　　　　　　　③　13：30～14：30
　　　　　　　　④　15：15～16：15
▶実施場所　　健康づくり交流センター輝らフィット

　村民等が自ら計画または参加する人材育成事業等を支援するため、事業等に要する費用の一部を補助します。

※法人での資格免許等の取得に関する研修及び試験受験の経費等は該当しません。

対 象 者 村内在住者もしくは就学等により本村を離れている方。

対象事業 語学研修、農林水産業研修、畜産業研修、福祉研修、
ハイパーテクノロジー研修、ボランティア、その他村長が認める事業

対象経費
次の該当経費の１／２以内の額を最大50,000円交付。
・研修費（受講費、教材費等）、滞在費（食費・光熱水費・通信費・保険料は除く）、
交通費、その他村長が必要と認める経費

対 象 者

村内在住者もしくは地区コミュニティ代表者で以下の要件を全て満たす方。
（１）他の補助金などの交付を受けていない。
（２）設置場所が宅地である。
（３）境界に沿って施工する場合は、隣接する権利者に同意を得る。
（４）生垣の高さは60cm～250cm。

補助金額

ʻ৽ͨに੔උ͢Δ৔߹ʼ
⇒１ｍあたり2,000円以内とし、最大10万円補助
ʻίϯΫϦʔτ΍ੴญͳͲ͔Βのస׵の৔߹ʼ
⇒１ｍあたり4,000円以内とし、最大20万円補助

問企画振興課　☎５２-２１１３
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ҕ
һ

問
住
民
生
活
課

☎
５
２
│

２
１
１
２

˝
ਃ
ࠐ
ઌ

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉

課
障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

☎
２
２
│
５
６
４
９

里
਌
੍
度
に
つ
い
て
ϛ
ニ
આ
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

˝
ఆ
һ

10
名
程
度

˝
ࢀ
Ճ
අ

ແ
ྉ

【
̍
ճ
໨
】

˝
೔
࣌

10
月
30
日
（
日
）

10
⽅
00
Ỗ
11
⽅
00

˝
৔
ॴ

児
童
養
ޢ
施
設
ന
Տ
学
Ԃ

˝
ਃ
ࠐ
ظ
ݶ

10
月
24
日
（
月
）
ま
で

【
̎
ճ
໨
】

˝
೔
࣌

11
月
20
日
（
日
）

10
⽅
00
Ỗ
11
⽅
00

˝
ձ
৔

塙
町
ެ
民
館
（
２
֊
第
２
会
議

室
）

˝
ਃ
ࠐ
ظ
ݶ

11
月
14
日
（
月
）
ま
で

ࢥ
य़
期
の
こ
こ
ろ
の
໰
題
や
Ξ

ル
コ
ー
ル
等
の
ґ
ଘ
に
ؔ
す
る
೰

み
に
つ
い
て
、
ਫ਼
ਆ
Պ
ҩ
ࢣ
に
よ

る
相
ஊ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ൿ
ີ

は
ݫ
क
し
ま
す
。
相
ஊ
は
予
໿
੍

で
す
の
で
、
事
前
に
ి
࿩
に
て
͝

予
໿
く
だ
さ
い
。

˝
೔
࣌

10
月
13
日
（
໦
）

10
月
27
日
（
໦
）

13
⽅
00
Ỗ
16
⽅
00

˝
৔
ॴ

福
島
県
ਫ਼
ਆ
อ
健
福
ࢱ
η
ン
タ
ー

（
福
島
市
ޚ
ࢁ
８
─
30
）

˝
૬
ஊ
ྉ

ແ
ྉ

˝
ਃ
ࠐ
ઌ

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
│
５
３
５
│

３
５
５
６

社
会
的
養
ޢ
に
お
け
る
Ո
ఉ
養

育
の
ニ
ー
ζ
の
高
ま
り
に
൐
い
、

そ
の
受
け
ࡼ
と
な
る
里
਌
（
養
育

里
਌
、
養
子
ԑ
૊
里
਌
）
の
৽
ن

開
୓
を
ਤ
る
こ
と
を
໨
的
と
し
て
、

里
਌
に
つ
い
て
の
ݸ
ผ
相
ஊ
会
を

開
催
し
ま
す
。

˝
ओ
࠵

福
島
県
県
中
児
童
相
ஊ
ॴ

˝
೔
࣌

11
月
１
日
（
火
）

10
⽅
00
Ỗ
16
⽅
00

˝
৔
ॴ

福
島
県
県
中
児
童
相
ஊ

ॴ
（
܊
ࢁ
市
࿢
ࢁ
１
ஸ
໨
１
─

１

合
同
ி
ࣷ
南
分
ி
ࣷ
１
֊
）

˝
ର
৅

里
਌
（
養
育
里
਌
、
養
子
ԑ
૊
里

਌
）
に
つ
い
て
ڵ
味
の
あ
る
方

˝
ఆ
һ

̑
ੈ
ଳ
（
ਃ
ࠐ
み
ଟ
਺
の
場
合
は
、

ผ
్
相
ஊ
に
応
͡
ま
す
）

˝
಺
༰

ݸ
ผ
に
よ
る
養
育
里
਌
、
養
子

ԑ
૊
里
਌
に
つ
い
て
の
੍
度
や

ة
ݥ
෺
औ
ѻ
ऀ
ࢼ
験

ड
験
४
උ
ߨ
श
ʹ
ͭ
い
て

ة
ݥ
෺
औ
ѻ
者
ࢼ
験
受
験
準
උ

講
習
を
開
催
し
ま
す
。
ന
Տ
地
方

ফ
防
防
ࡂ
協
会
ة
ݥ
෺
෦
会
会
員

Ҏ
֎
の
方
も
受
講
Մ
ೳ
で
す
。

˝
ओ
࠵

ന
Տ
地
方
ফ
防
防
ࡂ
協

～
ߦ
੓
૬
ஊ
ि
ؒ
～

ߦ
੓
૬
ஊ
ҕ
һ
ʹ
Α
Δ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
૬
ஊ
ॴ
ͷ
開
ઃ

੺ࡔɹః෉͞Μ
தౡଜେ׈ࣈ௡ࣈ
Ԭϊ಺���3
ὸ���33��

ཬ
਌
ϛ
χ
આ
໌
会

ཬ
਌
ʹ
ͭ
い
て
ͷ
ݸ
ผ
૬
ஊ
会

৺
ͷ
݈
߁
૬
ஊ
ͷ
͝
Ҋ
಺

͜
͜
Ζ
ͷ
૬
ஊ
ͷ
͓
஌
Β
ͤ
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お知らせ

͓
஌
Β
ͤ

ࠗ
׆
ˏ
体
験
ツ
Ξ
ー
Λ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

開
催
͠
ま
す

˝
ظ
೔
લ
౤
ථ

౤
ථ
日
に
࢓
事
や
旅
行
、
ף
ࠗ
૴

ࡇ
等
の
༻
຿
が
あ
る
方
は
期
日
前

౤
ථ
が
で
き
ま
す
。

ᶃ
ظ
ؒ

10
月
14
日
（
金
）
Ỗ
10
月
29
日
（
౔
）

ᶄ
࣌
ؒ

８
⽅
30
Ỗ
20
⽅
00

ᶅ
৔
ॴ

生
֔
学
習
η
ン
タ
ー
輝
ら
里

ᶆ
࣋
ͪ
෺

౤
ථ
ॴ
ೖ
場
݊

問
中
島
村
選
挙
管
理
委
員
会

☎
５
２
│

３
４
８
６

「
あ
な
た
の
一
ථ
を
大
切
に
し
ま

し
Ỷ
う
。
」

৽
ܕ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
֦

大
の
影
響
で
࣍
の
イ
ϕ
ン
ト
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
な
か
じ
ま
輝
ら
×
２
秋
ま
つ
り

９
月
１
日
Ỗ
10
月
31
日
ま
で
、

ळ
の
೶
作
ۀ
҆
全
期
間
で
す
。
ळ

は
ト
ラ
ク
タ
ー
を
ར
༻
す
る
ػ
会

が
ଟ
く
な
り
、
೶
作
ۀ
事
ނ
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

࣍
の
ポ
イ
ン
ト
を
क
り
、
҆

೚
期
満
ྃ
に
൐
う
福
島
県
஌
事

બ
ڍ
が
࣍
の
௨
り
行
わ
れ
ま
す
。

˝
ࠂ
ࣔ
೔

10
月
13
日
（
໦
）

˝
౤
ථ
೔

10
月
30
日
（
日
）

˝
౤
ථ
ର
৅
ऀ

બ
ڍ
人
名
฽
に
ొ
࿥
さ
れ
て
い
る

࣍
の
人
で
す
。

ᶃ
౤
ථ
日
に
満
18
ࡀ
Ҏ
上
。
（
ॅ

民
ొ
࿥
し
て
か
ら
Ҿ
き
続
き

３
ἃ
月
Ҏ
上
ډ
ॅ
）

ᶄ
ྩ
࿨
４
年
７
月
12
日
ま
で
に
中

島
村
΁
の
స
ೖ
ಧ
が
ॅ
Μ
で
い

て
、
౤
ථ
日
あ
る
い
は
期
日
前

౤
ථ
を
す
る
日
ま
で
Ҿ
き
続
き

村
内
に
ॅ
ॴ
が
あ
る
人
。
（
ೖ

場
݊
を
受
け
औ
っ
た
方
で
も
౤

ථ
日
ま
で
に
県
֎
に
స
出
さ
れ

た
方
は
౤
ථ
で
き
ま
せ
Μ
）

県
南
９
市
町
村
か
ら
な
る
「
;

れ
あ
い
の
場
」
૑
出
事
ۀ
実
行
委

員
会
が
ओ
催
す
る
、
県
南
地
域
で

体
験
ツ
Ξ
ー
を
行
う
ࠗ
活
イ
ϕ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

˝
։
࠵
೔
࣌

11
月
̑
日
（
౔
）

˝
ਃ
ࠐ
ظ
ݶ

10
月
26
日
（
水
）

˝
ࢀ
Ճ
ର
৅

உ
ঁ
と
も
に
20
代
Ỗ
40
代

（
ډ
ॅ
地
は
໰
い
ま
せ
Μ
）

˝
ࢀ
Ճ
ྉ

２
⁌
̑
０
０
ԁ

˝
ਃ
ࠐ
ઌ

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
事

務
局
（
白
河
市
役
所
市
民
生
活
部

生
活
防
災
課
内
）

☎
２
２
│

１
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w
.

city.shirakaw
a.fukushim

a.jp/

福
島
県
؀
ڥ
૑
଄
η
ン
タ
ー
交

流
౩
「
コ
ϛ
ỿ
タ
ン
福
島
」
が
ྩ

࿨
̑
年
３
月
中
०
に
Ϧ
ニ
ỿ
ー
Ξ

ル
Φ
ー
ϓ
ン
し
ま
す
。

Ϧ
ニ
ỿ
ー
Ξ
ル
Φ
ー
ϓ
ン
に
౰

た
り
、
11
月
15
日
（
火
）
Ỗ
ྩ

࿨
̑
年
３
月
中
०
の
期
間
は
、
コ

ϛ
ỿ
タ
ン
福
島
ల
ࣔ
見
学
を
ٳ
止

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
会
議
室
等
の
ି
出
は
ܧ

続
し
て
行
い
ま
す
の
で
Ҿ
き
続
き

͝
ར
༻
く
だ
さ
い
。

全
ɾ
҆
৺
な
೶
作
ۀ
を
実
ફ
し
ま

し
Ỷ
う
。

ᶃ
作
ۀ
前
に
お
け
る
ػ
ց
の
఺

ݕ
ɾ
੔
උ
ٴ
ͼ
प
ล
؀
ڥ
の
֬

ೝ
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
Ỷ
う
。

ᶄ
収
ೲ
式
҆
全
フ
Ϩ
ー
ム
は
運
స

時
に
は
ඞ
ͣ
ཱ
て
て
࢖
༻
し
ま

し
Ỷ
う
。

ᶅ
γ
ー
ト
ϕ
ル
ト
は
ඞ
ͣ
క
め
ま

し
Ỷ
う
。

ᶆ
作
ۀ
時
Ҏ
֎
は
ࠨ
ӈ
ಠ
ཱ
ϒ

Ϩ
ー
Ω
を
࿈
݁
し
ま
し
Ỷ
う
。

ᶇ
ػ
ց
఺
ݕ
ɾ
ਗ਼
૟
時
は
Τ
ン
δ

ン
を
止
め
ま
し
Ỷ
う
。

問
企
画
振
興
課

☎
５
２
│

２
１
１
３

福
島
県
؀
ڥ
૑
଄
η
ン
λ
ー

ަ
ྲྀ
౩
ủ
ί
ϛ
ỿ
λ
ン
福
島
Ứ

Ϧ
χ
ỿ
ー
Ξ
ル
Φ
ー
ϓ
ン
！

会
ة
ݥ
෺
෦
会

˝
೔
࣌

11
月
17
日
（
໦
）

11
月
18
日
（
金
）

８
⽅
55
Ỗ
16
⽅
30

˝
৔
ॴ

西
郷
村
จ
Խ
η
ン
タ
ー

˝
ର
৅

Ե
छ
第
４
ྨ
受
験
者

˝
ਃ
ࠐ
ड
෇
ظ
ؒ

10
月
11
日
（
火
）
Ỗ
10
月
28
日

（
金
）

˝
ߨ
श
ձ
අ

ừ
会　
　
員
Ử
２
⁌
０
０
０
ԁ

ừ
会
員
Ҏ
֎
Ử
３
⁌
０
０
０
ԁ

˝
ਃ
ࠐ
ઌ

白
河
地
方
消
防
防
災
協
会
事
務
局

（
白
河
消
防
本
部
内
）

☎
２
２
│

２
１
７
０

２
３
│

３
９
９
９

˞
受
験
者
に
は
受
講
൪
߸
、
内
容

等
を
受
験
受
付
後
に
̛
̖
̭
に
て

௨
஌
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
৽
ܕ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
等
に
よ
り
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

中
止
と
な
っ
た
場
合
は
、
ന
Տ

地
方
޿
域
市
町
村
ݍ
ফ
防
本
෦

ϗ
ー
ム
ペ
ー
δ
に
て
お
஌
ら
せ
す

る
΄
か
、
受
講
ر
๬
者
に
ݸ
ผ
に

お
஌
ら
せ
し
ま
す
。

Π
ϕ
ン
ト
中
ࢭ
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

ळ
ͷ
೶
࡞
ۀ
҆
શ
期
ؒ

福
島
県
஌
ࣄ
બ
ڍ
ʹ
ͭ
い
て
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10
݄
͸
౔
஍
݄
ؒ
Ͱ
す

お知らせ
問
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島

☎
０
２
４
７
│

６
１
│
５
７
２
１

県
で
は
、
10
月
を
「
ෆ
ਖ਼
ܰ
༉

๾
໓
強
Խ
月
間
」
と
定
め
、
ؔ
܎

ஂ
体
と
協
力
し
て
、
ෆ
ਖ਼
ܰ
༉
の

ഉ
আ
に
औ
り
૊
Μ
で
お
り
ま
す
。

ܰ
༉
に
課
੫
さ
れ
る
ܰ
༉
Ҿ
औ

੫
を
୤
੫
す
る
໨
的
で
、
ܰ
༉

に
౮
༉
や
ॏ
༉
を
ࠞ
ͥ
る
な
ど
し

て
੡
଄
さ
れ
た
೩
ྉ
、
い
わ
Ώ
る

「
ෆ
ਖ਼
ܰ
༉
」
が
ਖ਼
ৗ
な
ܰ
༉
と

ِ
っ
て
ൢ
ച
、
࢖
༻
さ
れ
て
い
る

事
ྫ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ෆ
ਖ਼
ܰ
༉
は
、
ѱ
࣭
な
୤

੫
行
ҝ
で
あ
り
、
؀
ڥ
Ԛ
染
の
໰

題
の
΄
か
、
ެ
ਖ਼
な
市
場
ڝ
૪
の

્
֐
、
更
に
は
๫
力
ஂ
等
の
ࢿ
金

ݯ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「
ෆ
ਖ਼
ܰ
༉
を
作
ら
な
い
ɾ
ച

ら
な
いɾങ
わ
な
いɾ࢖
わ
な
い
。」

ෆ
ਖ਼
ܰ
༉
の
防
止
ɾ
๾
໓
に
は
、

県
民
の
օ
様
の
͝
協
力
と
৘
ใ
ఏ

ڙ
が
ܽ
か
せ
ま
せ
Μ
。

ෆ
ਖ਼
ܰ
༉
の
৘
ใ
ఏ
ڙ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
ி
੫
຿
課
ま
た
は

最
د
り
の
地
方
振
ڵ
ہ
県
੫
෦
ま

で
͝
࿈
བྷ
く
だ
さ
い
。

問
不
正
軽
油
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
県

庁
総
務
部
税
務
課
）

☎
２
２
│

７
１
２
８
（
直
通
）

☎
０
２
４
│
５
２
１
│

７
２
０
５

０
２
４
│
５
２
１
│

７
９
０
５

zeim
u@
pref.fukushim

a.
lg.jp県

南
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
２
３
│

１
５
１
９

２
３
│

１
５
２
１

kennan.kenzei@
pref.

fukushim
a.lg.jp

੫
຿
ॺ
で
は
、
事
ۀ
者
の
方
を

対
৅
に
ফ
අ
੫
の
イ
ン
ボ
イ
ス
੍

度
に
ؔ
す
る
આ
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

˝
։
࠵
೔
࣌

10
月
26
日
（
水
）

ừ
課
੫
事
ۀ
者
の
方
޲
け
Ử

10
⽅
00
Ỗ
11
⽅
00

ừ
໔
੫
事
ۀ
者
の
方
޲
け
Ử

14
⽅
00
Ỗ
15
⽅
00

˞
આ
明
会
΁
の
参
加
に
は
、
事
前

ਃ
ࠐ
が
ඞ
ཁ
で
す
。

˝
ਃ
ࠐ
ظ
ݶ

10
月
20
日
（
໦
）

な
お
、
定
員
に
な
り
࣍
第
、
ਃ

ࠐ
受
付
を
終
ྃ
し
ま
す
。

આ
明
会
終
ྃ
後
、
ر
๬
者
に

「
ొ
࿥
ਃ
੥
相
ஊ
会
」
を
30
分
程

度
行
い
ま
す
。

˝
ձ
৔

ന
Տ
੫
຿
ॺ
１
֊
大
会

議
室
（
ന
Տ
市
中
ా
─̑
１
）

˝
ਃ
ࠐ
ઌ

白
河
税
務
署
法
人
課
税
部
門

交
௨
事
ނ
に
よ
る
ࢮ
ই
者
਺
は

年
々
ݮ
গ
܏
޲
に
あ
り
ま
す
が
、

ྩ
࿨
３
年
の
交
௨
事
ނ
発
生
݅
਺

は
໿
31
ສ
݅
、
ࢮ
ই
者
਺
は
໿

36
ສ
人
と
、
ࠃ
民
の
୭
も
が
交
௨

事
ނ
の
ඃ
֐
者
に
も
加
֐
者
に
も

な
り
ಘ
る
ਂ
ࠁ
な
状
況
で
す
。

交
௨
事
ނ
は
ं
社
会
の
ෛ
の
෦

分
で
あ
り
、
ඃ
֐
者
に
と
っ
て
も

加
֐
者
に
と
っ
て
も
൵
ࢂ
な
݁
果

を
も
た
ら
し
ま
す
。

ࣗ
ഛ
੹
อ
ݥ
ɾ
ڞ
ࡁ
は
、
す
΂

て
の
ク
ル
Ϛ
ɾ
バ
イ
ク
１
୆
͝
と

に
加
ೖ
が
ٛ
຿
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
加
֐
者
の
ഛ
ঈ
੹
೚
を
୲
อ

す
る
こ
と
で
、
ඃ
֐
者
の
基
本
的

な
ഛ
ঈ
を
อ
ো
す
る
੍
度
で
あ
り
、

ඃ
֐
者
の
ٹ
ࡁ
を
໨
的
と
し
て
い

ま
す
。

৐
Δ
ͳ
Β
֬
ೝ

ủ
ࣗ
ഛ
੹
Ứ
͓
๨
Ε
ͳ
͘
！

10
݄
͸
ủ
ෆ
ਖ਼
ܰ
༉
๾
໓
ڧ

Խ
݄
ؒ
Ứ
Ͱ
す

一
人
一
人
が
よ
り
一
૚
、
ࣗ
ഛ

੹
੍
度
の
役
ׂ
や
ॏ
ཁ
ੑ
、
อ
ݥ

金
ɾ
ڞ
ࡁ
金
の
支
෷
い
の
し
く
み

な
ど
を
े
分
に
ཧ
ղ
ɾ
ೝ
ࣝ
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

˝
ࣗ
ഛ
੹
อ
ݥ
ɾ
ڞ
ࡁ
ະ
Ճ
ೖ
Ͱ

ͷ
ӡ
ߦ
͸
๏
ྩ
ҧ
൓
Ͱ
͢
ʂ

ࣗ
ഛ
੹
อ
ݥ
ɾ
ڞ
ࡁ
は
、
ສ
一

の
交
௨
事
ނ
の
ࡍ
の
基
本
的
な
対

人
ഛ
ঈ
を
໨
的
と
し
、
ࣗ
動
ं
ଛ

֐
ഛ
ঈ
อ
ো
๏
に
基
づ
き
、
ݪ
動

ػ
付
ࣗ
స
ं
を
ؚ
Ή
全
て
の
ࣗ
動

ं
に
加
ೖ
が
ٛ
຿
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
ࣗ
ഛ
੹
อ
ݥ
ɾ
ڞ
ࡁ
な
し
で

運
行
す
る
こ
と
は
๏
ྩ
違
反
で
す

の
で
͝
஫
意
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島

運
輸
支
局

輸
送
・
監
査
部
門

☎
０
２
４
│
５
４
６
│

０
３
４
５

10
月
は
、
౔
地
の
大
切
さ
な
ど

を
考
え
る
「
౔
地
月
間
」
で
す
。

౔
地
は
ݶ
ら
れ
た
ࢿ
ݯ
で
あ
る

と
と
も
に
、
ࢲ
た
ち
の
生
活
や

ا
ۀ
活
動
に
と
っ
て
ඞ
ཁ
ෆ
Մ
ܽ

な
基
൫
で
あ
り
、
๛
か
な
฻
ら
し

や
ক
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

౔
地
ॴ
༗
者
に
は
ࣗ
਎
の
౔
地
の

ద
ਖ਼
な
ར
༻
と
؅
ཧ
が
ٻ
め
ら
れ

ま
す
。

こ
の
ػ
会
に
、
౔
地
の
༗
ޮ
活

༻
や
ద
ਖ਼
؅
ཧ
に
つ
い
て
今
一
度

考
え
て
み
ま
し
Ỷ
う
。

˝
౔
஍
ͷ
ద
ਖ਼
ͳ
؅
ཧ
Λ
͓
ئ
͍

͠
·
͢

౔
地
は
、
ద
ਖ਼
な
ར
༻
と
؅
ཧ

が
行
わ
れ
な
い
と
ࡶ
૲
の
ൟ
ໜ
や

ෆ
๏
౤
غ
に
よ
る
प
ล
౔
地
΁
の

ѱ
影
響
な
ど
、
ଟ
く
の
໰
題
が
発

生
す
る
こ
と
が
懸
೦
さ
れ
ま
す
。

࢖
わ
な
く
な
っ
た
౔
地
に
つ
い

て
も
、
定
期
的
な
૲
מ
り
の
実
施

な
ど
ద
切
な
؅
ཧ
を
お
ئ
い
し
ま

す
。

˝
Ұ
ఆ
ن
໛
Ҏ
্
ͷ
౔
஍
ߪ
ೖ
౳

ͷ
ܖ
໿
ʹ
͸
ಧ
ग़
͕
ඞ
ཁ
Ͱ
͢

一
定
ن
໛
Ҏ
上
の
౔
地
の
ݖ
ར

（
˞
）
に
ؔ
し
て
ܖ
໿
を
క
݁
し

た
場
合
に
は
、
ܖ
໿
日
か
ら
２
ि

間
Ҏ
内
に
、
౔
地
が
ॴ
ࡏ
す
る
市

ന
Տ
੫
຿
ॺ
͔
Β
ͷ
͓
஌
Β
ͤ
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お知らせ

問
県
環
境
保
全
農
業
課

☎
０
２
４
│
５
２
１
│

７
３
４
２

ೖ
す
る
な
ど
地
域
全
体
に
ඃ
֐
が

発
生
す
る
ڪ
れ
が
あ
り
ま
す
。
৯

΂
෺
や
生
͝
み
等
を
Ո
の
֎
に
์

ஔ
す
る
の
も
や
め
ま
し
Ỷ
う
。

α
ル
を
໨
撃
し
た
ら
、
ඃ
֐
の

内
容
ɾ
ど
こ
で
い
つ
見
か
け
た

か
ɾ
α
ル
の
ಛ
௃
な
ど
に
つ
い
て
、

役
場
ま
で
͝
࿈
བྷ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
振
興
課

☎
５
２
│

２
１
１
３

˝
ਓ
ͷ
ੜ
׆
Ҭ
ʹ
ॅ
Έ
ͭ
͔
ͤ
ͳ

͍
ͨ
Ί
ʹ

ク
Ϛ
の
Ӥ
と
な
り
ಘ
る
生
͝
み

な
ど
を
์
ஔ
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
Ỷ
う
。
ま
た
、
ペ
ỽ
ト
フ
ー
υ

や
Ո
ச
の
Ӥ
を
৯
΂
に
来
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
ೲ
԰
な
ど
に
อ
؅

し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
Ỷ
う
。

˝
ສ
͕
Ұ
ૺ
۰
͠
ͯ
͠
·
ỳ
ͨ
Β

ク
Ϛ
の
ಀ
͛
ಓ
を
;
さ
が
な
い

よ
う
、
ク
Ϛ
か
ら
໨
を
཭
さ
ͣ
、

Ώ
っ
く
り
と
後
ͣ
さ
り
し
な
が
ら

཭
れ
ま
し
Ỷ
う
。
そ
の
ࡍ
、
ク
Ϛ

と
の
間
に
ཱ
໦
等
の
ো
֐
෺
を
ೖ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
Ґ
ஔ
に
Ҡ
動

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
ά
Ϛ
と
ૺ
۰
し
た
ࡍ

に
は
ۙ
く
に
਌
ά
Ϛ
が
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
਌
ά
Ϛ
は
子
ά
Ϛ

を
क
る
た
め
に
攻
撃
し
て
く
る
Մ

ೳ
ੑ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て

ۙ
づ
か
ͣ
、
そ
っ
と
ཱ
ち
ڈ
り
ま

し
Ỷ
う
。

問
福
島
県
自
然
保
護
課

☎
０
２
４
│
５
２
１
│

７
２
１
０

χ
ϗ
ン
β
ル
ʹ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
͝
஫
ҙ
͘
ͩ
͞
い

ۙ
ྡ
市
町
村
で
ニ
ϗ
ン
β
ル
の

໨
撃
৘
ใ
が
相
࣍
い
で
い
ま
す
。

ニ
ϗ
ン
β
ル
に
ૺ
۰
し
た
場
合
は

࣍
の
఺
に
ؾ
を
付
け
ま
し
Ỷ
う
。

˝
ۙ
د
Β
ͳ
͍
ʂ

野
生
の
α
ル
と
出
会
っ
た
ら
、

ࢗ
激
せ
ͣ
に
མ
ち
ண
い
て
཭
れ
て

く
だ
さ
い
。
ڵ
味
本
Ґ
で
ۙ
づ
く

行
ҝ
や
௥
い
か
け
る
こ
と
な
ど
、

α
ル
を
ࢗ
激
す
る
行
ҝ
は
߇
え
て

く
だ
さ
い
。

˝
໨
Λ
߹
Θ
ͤ
ͳ
͍

α
ル
と
໨
を
合
わ
せ
る
と
Җ
֣

さ
れ
た
と
ࢥ
い
、
人
が
ࢹ
ઢ
を
ҳ

ら
し
た
と
き
に
ऻ
っ
て
く
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
α
ル
の
໨
を
み
な

い
で
く
だ
さ
い
。

˝
੠
Λ
ग़
͞
ͳ
͍
ɾ
௥
͍
͔
͚
ͳ

͍
大
੠
を
出
し
た
り
、
௥
い
か
け

た
り
す
る
と
α
ル
が
ڵ
ฃ
し
て
、

人
に
ة
֐
を
与
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す

˝
৯
΂
෺
Λ
ݟ
ͤ
ͳ
͍
ɾ
༩
͑
ͳ

͍
Τ
α
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、

人
に
׳
れ
て
し
ま
う
と
Ո
԰
に
ਁ

Ն
の
終
わ
り
か
ら
ळ
に
か
け

て
、
ಟ
Ω
ϊ
コ
を
৯
༻
Ω
ϊ
コ
と

ޡ
ೝ
し
て
࠾
औ
、
٤
৯
す
る
こ
と

に
よ
る
৯
中
ಟ
が
ଟ
発
し
て
い
ま

す
。
ಟ
Ω
ϊ
コ
を
٤
৯
し
た
場
合
、

ᅅ
ు
や
下
ཀྵ
、
ෲ
௧
な
ど
の
΄
か
、

め
ま
い
、
ᙲ
Ꮐ
、
ݺ
ٵ
ࠔ
೉
、
最

ѱ
の
場
合
ࢮ
に
ࢸ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

৯
༻
の
Ω
ϊ
コ
だ
と
֬
実
に
൑

அ
で
き
な
い
Ω
ϊ
コ
は
ઈ
対
に

「
࠾
ら
な
い
」
「
৯
΂
な
い
」

「
ച
ら
な
い
」
「
人
に
あ
͛
な

い
」
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ω
ϊ
コ
を
٤
৯
し
体
ௐ
が
ѱ
い

場
合
は
、
す
͙
に
ҩ
ࢣ
の
਍
࡯
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

県
内
に
お
い
て
、
ツ
Ω
ϊ
ϫ
ά

Ϛ
に
よ
る
人
਎
ඃ
֐
が
ଟ
発
し
て

い
ま
す
。
ඃ
֐
に
ૺ
わ
な
い
た
め

に
、
࣍
の
఺
に
஫
意
し
て
く
だ
さ

い
。

˝
ૺ
۰
͠
ͳ
͍
ͨ
Ί
ʹ

ク
Ϛ
は
日
中
に
行
動
し
、
ಛ
に

ே
༦
の
行
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
໨
の
な
い
໷
間
は
人
Ո

ۙ
く
に
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ࢁ
ࡍ
や
ࢁ
中
で
活
動
す
る
場
合

は
、
な
る
΂
く
ෳ
਺
人
で
行
動
し
、

ク
Ϛ
ླ
や
ラ
δ
Φ
な
ど
Ի
の
す
る

も
の
を
਎
に
ண
け
、
ク
Ϛ
に
ࣗ
分

の
ଘ
ࡏ
を
஌
ら
せ
ま
し
Ỷ
う
。

ク
Ϛ
ླ
は
福
島
県
ி
ࣗ
વ
อ
ޢ

課
や
各
地
方
振
ڵ
ہ
、
野
生
生
෺

ڞ
生
η
ン
タ
ー
で
ି
し
出
し
て
い

ま
す
。

町
村
長
を
ܦ
༝
し
஌
事
に
ಧ
け
出

が
ඞ
ཁ
で
す
。

ಧ
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は

行
੓
ॲ
分
が
Պ
せ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
期
ݶ
内
に
ඞ
ͣ

ಧ
出
を
お
ئ
い
し
ま
す
。

˞
ಧ
出
が
ඞ
ཁ
と
な
る
の
は
、
౔

地
の
ॴ
ࡏ
や
ܖ
໿
内
容
に
よ
っ

て
ҟ
な
り
ま
す
の
で
、
୲
౰
課

ま
で
お
໰
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
振
興
課

☎
５
２
│

２
１
１
３

ಟ
Ω
ϊ
ί
ʹ
ཁ
஫
ҙ

ク
Ϛ
ͷ
ඃ
֐
͕
૿
͑
て
い
ま
す

中島村公共施設における放射線測定値
・毎週月曜日（祝日の場合は次の平日）測定（各公民館などについては隔週）
・測定時間：午前中　・測定の高さ：地上から５０ｃｍ （単位：μ Sv/h）

月日
役場本
庁舎前
駐車場

童里夢公園
わんぱく
広　場

中　島
保育所

中　島
幼稚園

滑　津
小学校

吉子川
小学校

中　島
中学校

中島村
児童館
輝らキッズ

生涯学習
センター
輝ら里

改　善
センター
グラウンド

浦　原
ふれあい
公　園

原　山
住　宅
公　園

浦　原
公民館

二子塚
ふれあい
センター

川原田
ふれあい
センター

町　畑
公民館

迎久保
公民館

大泉坊
ふれあい
センター

9/12 0.05 0.07 0.09 0.07 0.08 0.07 0.07 0.06 0.10 0.09 0.07 0.08 0.07 0.07 0.07 0.08 0.06 0.07 

月日
役場本
庁舎前
駐車場

童里夢公園
わんぱく
広　場

中　島
保育所

中　島
幼稚園

滑　津
小学校

吉子川
小学校

中　島
中学校

中島村
児童館
輝らキッズ

生涯学習
センター
輝ら里

改　善
センター
グラウンド

松　崎
ふれあい
センター

小　針
公民館

代　畑
公民館

岡ノ内
公民館

元　村
コミュニティ
センター

御蔵場
住　宅

二ツ山
住　宅

9/5 0.05 0.08 0.09 0.08 0.08 0.06 0.07 0.07 0.10 0.09 0.08 0.07 0.08 0.08 0.07 0.07 0.08 



12

教育委員会つうしん 学校教育課

広報なかじま    R４.10

食のバランス

各種大会における活躍 命を守る学習

９月の誕生会
滑津小学校

中島中学校 吉子川小学校

中島幼稚園

　８月25日に、５年生を対象とした食育学習が行われ
ました。中島村給食センター管理栄養士である田原智
代子先生をお招きし、栄養のバランスを考えた食事の
摂り方を学ぶ内容でした。
　本校では、９月１日、２日に５年生の宿泊学習が行
われました。そのときの館内での食事がビュッフェ形
式であるため、予備学習として行いました。
　栄養のバランスを考えた食事は、健康な体を維持す
るための大切なことの１つです。子どもたちは、主
菜・副菜・主食・汁物などの種類や食べられる量を考
えながら疑似体験学習をすることができました。

　２学期が始まってからすぐに、東西しらかわ中学校
音楽祭、東西しらかわ英語弁論大会、県南駅伝大会が
行われました。
　いずれの大会にも、参加した中学生は、夏休み中、
休みを返上して練習に励んでいました。その成果を存
分に発揮し上位入賞、県大会出場につながる好成績を
残してくれました。中島中生の活躍する姿に大きな感
動をいただくことができました。
　２学期はききょう祭などの文化的な行事がたくさん
あります。今後の生徒達の活躍にご期待下さい。

　「交通安全教室」を行いました。１・２年生は道路
の歩行や信号機のある横断歩道の渡り方の練習をしま
した。青信号が点滅すると、自分の判断で次の青信号
まで待つ等、安全を意識した行動をすることができま
した。
　３～６年生は中島駐在所の寺山巡査部長様に自転車
の安全な乗り方や自転車の点検の仕方の指導をいただ
きました。また、自転車シミュレータを使った自転車
の安全走行訓練や校庭での実技訓練など、楽しみなが
ら学びました。
　今回の学習を生かし、絶対に交通事故に遭わないこ
とを願っています。

　毎月初めに誕生会が行われ、クラスのみんなで成長
したことをお祝いすると共に、お父さんお母さんに対
する感謝の気持ちを育てています。

田原先生による説明

合唱コンクールにて

駅伝大会にて

英語弁論

疑似体験のようす

自転車安全について
横断歩道の渡り方
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生
涯
学
習
課

ク
ラ
ウ
ン
大
学
の
前
期
班
長
会

（
運
営
委
員
会
）
が
、
８
月
24
日

（
水
）
輝
ら
里
に
て
開
か
れ
ま
し

９
月
７
日
（
水
）
児
童
館
に
職

場
体
験
と
し
て
４
名
の
中
学
２

年
生
が
来
館
し
ま
し
た
。
初
め
に

館
長
よ
り
児
童
館
施
設
の
案
内
を

受
け
、
そ
れ
か
ら
職
場
体
験
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

職
場
体
験
で
は
、
職
員
打
ち
合

わ
せ
に
参
加
し
た
り
、
送
迎
バ
ス

に
同
乗
し
た
り
、
子
ど
も
の
支
援

を
体
験
し
た
り
な
ど
様
々
な
体
験

を
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
戸
惑
い
な
が

ら
も
一
生
懸
命
子
ど
も
達
と
一
緒

に
活
動
し
、
子
ど
も
達
も
い
つ
も

と
は
違
う
先
生
と
の
活
動
を
楽
し

み
ま
し
た
。

第
75
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
県
南
地
域

大
会
が
、
西
郷
村
を
会
場
と
し
て
、

８
月
21
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
南
地
域
の
９
市
町
村
が

参
加
し
、
中
島
村
か
ら
は
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が

参
加
し
ま
し
た
。
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
最
後
ま
で
力
強
い
攻
撃

で
相
手
チ
ー
ム
を
攻
め
続
け
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
結
果
】

一
回
戦

対
泉
崎
村
（
８
─
０
）

二
回
戦

対
塙
町

（
９
─
４
）

準
決
勝

対
鮫
川
村
（
９
─
０
）

決

勝

対
矢
吹
町
（
14
─
４
）

８
月
23
日
（
火
）
に
役
場
会
議

室
に
お
い
て
、
市
町
村
対
抗
福
島

県
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
す
る
中

島
村
チ
ー
ム
の
激
励
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
を
考
え
、
監
督
等
代
表
者
の

み
が
参
加
し
、
激
励
の
言
葉
、
村

旗
の
授
与
、
激
励
金
の
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
齋
藤
満
監
督
よ
り

「
初
戦
は
只
見
町
で
す
。
な
か
な

か
全
員
そ
ろ
っ
て
練
習
が
で
き
な

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
戦

一
戦
を
大
切
に
戦
っ
て
い
き
た

い
」
と
決
意
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

た
。
会
で
は
、
委
員
長
と
６
つ
の

班
の
班
長
が
参
集
し
、
今
年
度
前

半
の
各
行
事
の
反
省
、
後
半
の
行

事
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
行
事
の
日

程
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
３

年
ぶ
り
に
研
修
旅
行
を
実
施
で
き

た
こ
と
が
、
前
半
の
大
き
な
収
穫

だ
っ
た
と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
後
半
は
、
昨
年
度
は
感
染
状

況
に
よ
り
内
容
変
更
を
行
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
開
催
時
期
変
更

で
対
応
し
て
い
く
方
針
で
進
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
村
の
高
齢
者
学
級
ク
ラ
ウ
ン

大
学
は
、
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、

趣
味
教
養
講
座
、
健
康
講
座
、
交

流
体
験
、
研
修
旅
行
等
を
実
施
し
、

高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
づ
く

り
と
社
会
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

６
月
６
日
（
月
）
よ
り
始
ま
っ

た
児
童
館
ダ
ン
ス
教
室
で
は
、
下

学
年
21
人
、
高
学
年
13
人
が
練
習

に
参
加
し
、
ダ
ン
ス
の
基
本
的
な

動
作
や
課
題
曲
に
合
わ
せ
た
振
り

付
け
を
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま

す
。９

月
の
練
習
で
年
間
予
定
の
半

分
が
終
わ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達

の
ダ
ン
ス
も
徐
々
に
上
達
し
て
き

て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
教
室
は
12
月

ま
で
練
習
を
続
け
、
最
後
に
発
表

会
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
こ
で
練

習
し
て
き
た
成
果
を
発
表
す
る
予

定
で
す
。 児

童

館

ク
ラ
ウ
ン
大
学
前
期
班
長
会
開
催

ダ
ン
ス
教
室
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

中
学
生
職
場
体
験
！

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

～
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
～

第
16
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
軟
式
野
球
大
会
激
励
会

～震災遺構請戸小学校にて～

3年ぶりの研修旅行
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ひ
と
夏
を
命
を
こ
め
て
咲
く
花
の

百
日
紅
を
賞
め
た
き
晩
夏

那
須
岳
を
バ
ッ
ク
に
飾
り
き
ら
き
ら
と

流
る
る
川
に
い
つ
も
見
ほ
る
る　
　
　
　

畠
山

ヒ
サ
子

空
仰
ぐ
芙
蓉
の
花
も
ひ
と
夜
に
て

散
り
し
姿
も
今
朝
は
す
が
し
さ

遠
く
住
む
孫
の
動
画
を
な
が
め
つ
つ

声
か
け
て
は
笑
顔
ほ
こ
ろ
ぶ　
　
　
　
　
　

鈴
木

由
美
子

検
査
キ
ッ
ト
・
酸
素
缶
な
ど
薬
も
ち

子
ら
た
ち
帰
省
コ
ロ
ナ
禍
の
中

熱
中
症
か
う
ず
く
ま
り
居
る
釣
り
少
年

手
当
て
を
す
れ
ば
母
と
お
礼
に　
　
　
　
　

八
代

陽
子

▪ Are you sick?
　　　❖　病気ですか？
▪ Yes, I saw a doctor today.
　　　❖　はい、今日医者に診てもらいました。
▪ How was it?
　　　❖　どうだった？
▪ He gave me some medicine. Now I feel a lot better.
　　　❖　薬をもらいました。 今はずっと良くなりました。

　アメリカとは異なり、日本とオーストラリアはどちらも国民皆保険制度があります。これにより、私たちには
医療保険が適用され、安い料金で医師に診てもらったり、薬をもらったりすることができます。ただし、日本と
オーストラリアでは医療保険制度が同じではなく、さまざまな長所と短所があります。
　例えば、日本では通常、医者にかかると総支払額の約30%を支払いますが、オーストラリアでは支払いは必
要ありません。無料です！これには、総合診断医、専門医、外科などが含まれます。オーストラリアではまた、
メンタルヘルスのためのカウンセリング、健康診断、レントゲンや血液などの検査も無料で受けられます。薬も
はるかに安く処方してもらうことができます。
　しかし、歯科、眼科、救急車はオーストラリアの医療制度の対象外で、日本と比べると非常に高額です。オー
ストラリアの人々は、これらをカバーするために、追加の医療保険に加入する必要があります。定期的な通院な
どで医者にかかる時の待ち時間も、日本は、オーストラリアよりはるかに少ないです。
　ヘルスケアは社会制度の重要な部分です。互いに学び合い、最高のシステムを実現できるといいですね。

Australian Medical System
～オーストラリアの医療制度～

輝ら里図書室カレンダー文
芸
の
ひ
ろ
ば

日 月 火 水 木 金 土

1

◎

2 3 4 5 6 7 8

○ × × × × × ×

9 10 11 12 13 14 15

× × ○ ○ ○ ○ ○

16 17 18 19 20 21 22

○ × ○ ○ ○ ○ ○

23 24 25 26 27 28 29

○ × ○ ○

30 31

○ ×

10月

○ 開いている日　× お休みの日　◎おはなし会
10／4㈫～10／10㈪まで臨時休館となります。

利用案内

◆開　館　日　　火曜日～日曜日　10：00～ 18：00
　　　　　　（12：00 ～ 13：00 までは閲覧のみ）
◆休　館　日　　毎週月曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
◆図書の貸出　　一人 5 冊まで、2 週間以内
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　９月１日現在 （先月比）
人　口　　４，８７９ （ ＋ ７）
　男　　　２，３９０ （ ＋ ３）
　女　　　２，４８９ （ ＋ ４）
世帯数　　１，７１６ （ ± ０）

村 　 県 　 民 　 税（３期）
国 民 健 康 保 険 税（４期）
介　護　保　険　料（４期）
後期高齢者医療保険料（３期）

～ 納期限は10月31日（月）です ～
　　　　納税は遅れず忘れずに！
　　　　納税は口座振替が便利です。
　　　　税務課　☎５２－３４８１

今月のマイナンバーカード
申請・受取窓口は

ご希望の方は前日までにご予約ください。

住民生活課　☎52－2112

10月８日（土）
9：00～12：00

●休日当番医　　　※当番医が変更になることがありますので、新聞などで確認してください。

★「小児平日夜間救急医療事業」～白河医師会の小児科医が通常の診療後に交代で診療します～
・対 象 者：中学生（１５歳）以下の子ども　・診 療 日：平日（月曜日～金曜日）
・受付時間：１９：１５～２１：１５　　　　・診療場所：白河厚生総合病院内　小児科外来
※受診前に必ず電話してください。　☎０２４８-２２-２２１１

診　　療　　日 小　　　児　　　科
午前 9時～午後５時

内　科　・　外　科
午前 9時～午後５時

白河歯科医師会
午前 9時～午後５時

1 0 月 ２ 日 （日） にしごうキッズクリニック
☎２９－８７２５

きたむら整形外科
☎４２－５５３３

佐久間歯科医院
☎４４－３１１８

1 0 月 ９ 日 （日） わたなべ子どもクリニック
☎２１－２１６６

小針医院
☎４２－２３６６

安部歯科医院
☎２３－１１２３

1 0 月 10 日（月） ねもとキッズクリニック
☎２１－５６２３

まつやまクリニック
☎４１－２３１１

鈴木歯科医院（立石）
☎２２－６１９１

1 0 月 16 日（日） 樋口小児クリニック
☎４２－２０４０

よしだ内科クリニック
☎２１－５７１１

鈴木歯科医院（表郷）
☎３２－２０２９

1 0 月 23 日（日） 白河厚生総合病院
☎２２－２２１１

きくち診療所
☎２１－８６７２

すずき歯科
☎４４－５５５５

1 0 月 30 日（日） すずき内科クリニック
☎２４－４１１４

白河市表郷クリニック
☎３２－２３１６

須藤歯科医院
☎２２－６４６０

氏　名　　　　年　齢　　　　住　所

大　竹　ナ　ツ ９４ 二 ツ 山
大　竹　正　明 ７７ 原 下
小　松　惣　一 ８０ 上 大 町
緑　川　美　子 ７０ 横 　 町
加　藤　信　男 ６９ 浦 原 １

氏　名　　　　保護者　　　　住　所

森　　　史
し
帆
ほ

一　史 二 ツ 山

※「誕生」・「結婚」・「お悔やみ」について広報への
掲載を希望されない場合は、窓口への届出の際に
お申し出ください。

人
口
と
世
帯

今
月
の
納
税

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
臨
時
窓
口

８月受付

休日救急医療・歯科当番表

今月はありません
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日 月 火 水 木 金 土
1

伝統文化学習会
（ジュニアクラブ）
土曜学習会(中３）
【児】
おはなし会、絵画
教室【輝】

2 3 4 5 6 7 8

【温泉・図書室休】

LEE（英会話）教室
【輝】

【図書室休】

就学時健康診断
（児童のみ）【輝】

【図書室休】 【図書室休】

小学生対象学習会
【児】

【図書室休】

新教研【児】

【図書室休】
9 10 11 12 13 14 15

【図書室休】

スポーツの日

【図書室休】

小学生対象学習会
【児】

ききょう祭【中】
チャレンジカップ
②森林オリエン
テーリング【児】
絵画教室【輝】

16 17 18 19 20 21 22
中島村消防秋季検閲 振替休日【中】

無料法律相談所開
設【福祉】

【温泉・図書室休】

LEE（英会話）教室
【輝】

献血【村内】 小学生対象学習会
【児】

学習発表会【小】
土曜学習会(中３）
【児】

23 24 25 26 27 28 29
振替休日【小】

【温泉・図書室休】

子宮頸がん検診、
骨粗しょう症健診
（予約制）【保セ】

就学時健康診断
【輝】

小学生対象学習会
【児】

秋の遠足（キッズ
クラブ）、土曜学
習会（中３）【児】

30 31

【温泉・図書室休】

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

保護者自由参加 
～２日【保】
中島村消防団辞令
交付式

９～１０か月児健
康相談、離乳食教
室【保セ】

文化の日

【図書室休】

小学生対象学習会
【児】

新教研【児】
おはなし会【輝】

10月

11月

（予定）

（予定）

カレンダー

ʲอʳʜอҭॴɹ̡ ༮ʳʜ༮ஓԂɹ̡ ɹ̡ߍ௡খֶ׈ʳʜ׈ ٢ʳʜࢠ٢઒খֶߍɹ̡ খʳʜ྆খֶߍɹ̡ தʳʜதֶߍɹ̡ ಐؗɹ̡ࣇʳʜࣇ ෱ࢱʳʜ෱ࢱηϯλʔ
ʲًʳʜًΒཬɹ̡ อηʳʜอ݈ηϯλʔɹ̡ վηʳʜվળηϯλʔɹ̡ Թઘٳʳʜ;Ε͍͋ͷڷԹઘؗٳ日ɹɹ̡ ਤॻࣨٳʳʜًΒཬਤॻࣨؗٳ日

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、行事予定の日程が変更となる場合がございます。
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